
今回の調査は甲府城下町遺跡の中でも「武家地」の範囲にあたります。西側には「二の堀」が南北に走っており、南側には「青沼町口」をとおって城外へと通じる道が東西へ延びていました。いわば城下町の出入り口の脇にあたります。18 世紀以降の絵図では「御米蔵」と描かれており、今回の調査では確認できませんでしたが、蔵が建ち並んでいたと考えられます。今回の調査では、江戸時代の集水升や水路、暗渠など、石で築かれた水に関わる遺構が多く確認されました。甲府城下町遺跡周辺は、現在では平坦に見えますが、実は北から南にかけて傾斜しています。当然、雨水や地下水も傾斜に沿って流れてくるため、排水する必要があります。先述の遺構は、この排水に関わるものであり、複数の遺構の存在から、排水の方法を何度も変更していたことが明らかになりました。おそらくは町づくりの中で、その時期ごとに都合の良いように、作り替えていたと考えられます。水の処理に苦慮する、江戸時代の人々の苦労がうかがえます

埋活

発掘

武
家
屋
敷
の
井
戸

縄文時代の生活が残る石囲炉

二の堀近くの水利遺構発見される！

北杜市天神遺跡出土土器

北杜市長坂町

山梨県畜産酪農技術センター長坂支所

埋文センター「縄文土器づくり」のこだわり

次は文様です。

縄文の場合、組みひもを転がす

向きを観察しながら転がしま

す。縄文だけでなく、粘土ヒモ

や竹管、ひごなどさまざまな道

具が駆使されていることを再現

埋文センターのこだわり縄文土器レシピ

土器づくりは、粘土作成から焼成まで 6時間ほどかかります。年間の限られた授業時数の中で、6時間と言う時間は、非常に貴重

な時間ですが、授業で学んだ縄文時代の振り返り学習として、本物を観察し実際に自分の手で作成することで、実体験をともなう

自分なりの歴史へのアプローチ方法を学んでもらうきっかけとなります。

土器づくりの最初は、粘土作りです。縄文土

器は、野焼きで焼くために、窯で陶器を焼く

ように徐々に温度を上げていくことが出来ま

せん。焼いている最中に土材料器が割れない

ように、空気を抜くために、粘土に砂を 30%

～ 40% 混ぜます。

粘土と砂を混ぜたものを

縄文土器づくり体験を地域の歴史を学ぶ一環と捉え、普段博物館のガラス越しにしか見ることの出来ない

本物の縄文土器を間近で観察し再現することで、縄文土器のカタチや文様にみられる特徴などをとおして、

児童・生徒のみなさんに豊かな山梨の縄文時代を体験してもらいます。

　また蓋然性の高い土器づくり体験を提供することで、縄文時代の理解を深めてもらうこと、地域の出土

品を使うことで直接歴史に触れ、地域の歴史に興味を持ってもらうきっかけ作りになることを目的としています。

韮崎市の古墳時代の集落 韮崎市相垈交差点

作り方

1.①の粘土と②の砂をこねて混ぜます。混ぜ

た粘土を割ってみて、砂と粘土がミルフィー

ユ状になっていたら、まだまだです。よくこ

ねて砂が見えなくなるまでこねましょう。

　混ぜた粘土は、なじませるためによく絞っ

た濡れてぬぐいにつつんで密封したビニール

袋の中で 10 日～ 2週間寝かせます。

　埋蔵文化財センター（以下埋文

センター）では、専門職員が県内

小中学校への出前支援事業をおこ

なっています。

　出前支援事業は、これまで埋文

センターが調査・研究した成果を

広く地域に還元するために、発掘

品などを学校教育の場で利用でき

るように開発した体験メニューで

す。

　そのメニューのひとつ「縄文土

器づくり体験」のこだわりは、本

物の縄文土器をモデルに、児童・

生徒のみなさんに本物そっくりに

土器を作ってもらうことです。

　体験する児童たちには「縄文時

代のこどもたち」になってもらい、

モデルの縄文土器そっくりに忠実

2. 寝かせた粘土を使って土器を作りま

しょう。縄文土器は、輪積みという方法

をとっています。粘土ヒモを順番に重ね

ていく方法です。模様に惑わされず、土

器のカタチを見極めましょう。

　土器のカタチができあがったら、次

は模様をつけていきます。

　串でつけているのか、縄でつけてい

るのか、管でつけているのか、よく観

察しましょう。

　完成したら、日陰で 2週間ほど乾燥

させます。

3. 十分乾燥した土器を焼きます。

まず、半分の木材で熾きを作ります。そ

の時、土器をなるべく火の近くに置いて

おきましょう。

その熾きの上に土器を置き、さらに木材

を投入して、火を燃え上がらせます。

　火が収まれば、大体焼き上がっていま

す。土器が白っぽくなったら焼きすぎで

す。気をつけましょう。

①粘土　1.6kg

②砂　　400g

手ぬぐい

竹べら

竹串

撚ったヒモ

薪　　土器 1個でネコ 1杯分

見本となる縄文土器 www

焚き火の温度は 800 度位になります。

火事に気をつけてね。

戻る

材料・道具

とっても簡単！割れない縄文土器づくり

材
料
（
1
個
分
）

①粘土 (陶芸用 )　1.3kg

②川砂　　700g

手ぬぐい

竹べら

竹串

撚ったヒモ

薪　　土器 1個で一輪車 1杯分

見本となる縄文土器

土器を焼こうとするとすぐ割れちゃう！そんなあなたのためにとっておきの土器づくりレシピを紹介しちゃいます。

作
り
方

作り方
1.①の粘土と②の砂をこねてよく混ぜ、生地を作ります。出来上
がった生地は、絞った濡れ手ぬぐいとビニール袋につつんで粘土
が乾燥しないように 1週間ほど寝かせます。

2.寝かせた生地で土器を作ります。まず、生地をお団子にしたら、
円形に平たくつぶし、底をつくります。次に粘土で 2㎝～ 3㎝幅
のひもをつくり、輪っかにして積み上げます。つなぎ目が見えな
くなるようにしっかりくっつけて下さい。

3. 土器の表面に文様をつけます。撚ったヒモや串、竹を半分に
割った管をつかって、土器の文様を再現していきます。出来上がっ
たら 2週間ほど乾燥させます。

4. 乾燥させた土器を焼きます。半分の薪で火床を作ったあと、
土器と残り半分の薪を投入して 15 分焼きます。十分さましたら、
縄文土器のできあがりです。

材
料
（1

個
分
）

砂がみえなくなるまで粘土をよくこねること。そうしないと焼いた時に爆発してしまいます。

2 のポイント
文様に惑わされないで、土

器の器形を見極めて。あと、

表面のつなぎ目は完全に消

しましょう。

3 のポイント
文様に粘土ヒモを使う場合は、

焼いた時に剥がれないように

しっかりくっつけて。

4 のポイント

1 のポイント
砂がみえなくなるま

で粘土をよくこねる

こと。

焼き上がりの最後に

土器を寝かせて底を

焼くのを忘れないよ

うに。

　

今
回
の
調
査
地
点
は
甲

府
城
下
町
遺
跡
の
中
で
も

「
武
家
地
」
の
範
囲
に
あ

た
り
ま
す
。
西
側
に
は「
二

の
堀
」
が
南
北
に
走
っ
て

お
り
、
南
側
に
は
「
青
沼

町
口
」
を
と
お
っ
て
城
外

へ
と
通
じ
る
道
が
西
へ
延

び
て
い
ま
し
た
。
い
わ
ば

城
下
町
の
出
入
り
口
の
脇

に
あ
た
り
ま
す
。
18
世
紀

以
降
の
絵
図
で
は
「
御
米

蔵
」
と
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
江

戸
時
代
の
集
水
枡
や
水

路
、
暗
渠
な
ど
、
石
で
築

か
れ
た
水
に
関
わ
る
遺
構

が
多
く
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

甲
府
城
下
町
遺
跡
周
辺

は
、
現
在
で
は
平
坦
に
見

え
ま
す
が
、
実
は
北
か
ら

南
に
か
け
て
傾
斜
し
て
い

ま
す
。
当
然
、
雨
水
や
地

集水枡 (手前 )と暗渠 (奥 )。

　

甲
府
駅
南
口
、
武
田
信
玄
公
像
の

目
の
前
に
、
山
梨
の
山
紫
水
明
を
表

現
し
た
水
景
施
設
が
造
ら
れ
ま
す
。

こ
の
建
設
に
先
だ
ち
、
平
成
29
年
4

月
に
発
掘
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
地
点
は
、
18
世
紀
初
頭
の

甲
府
城
主
柳
沢
吉
保
の
筆
頭
家
老
柳

沢
権
太
夫
の
屋
敷
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
地
点
で
す
。

　

今
回
、
20
㎡
と
狭
い
区
画
で
し
た

が
、
多
数
の
土
坑
や
素
掘
り
の
井
戸

が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。

　

調
査
区
西
隣
の
駐
輪
場
か
ら
は
2

基
の
井
戸
、
更
に
そ
の
西
側
で
は
中

世
か
ら
近
代
ま
で
の
12
基
の
井
戸
が

発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

甲
府
は
、
良
質
の
井
戸
水
が
得
ら

れ
に
く
い
土
地
柄
で
、
一
連
の
発
掘

調
査
を
通
じ
て
、
同
じ
屋
敷
内
か
ら

多
数
の
井
戸
が
発
掘
さ
れ
た
こ
と
は
、

武
家
屋
敷
の
立
地
と
水
資
源
の
利
用

を
考
え
る
上
で
の
興
味
深
い
発
見
と

い
え
ま
す
。

特
集

江
戸
時
代
甲
府
の
「
水
」
に
迫
る
！

　

江
戸
時
代
、
甲
府
は
、
甲
府
城
を
中
心
と
し
た
水
の
町
で
し
た
。

　

一
の
堀
、
二
の
堀
、
三
の
堀
、
そ
し
て
甲
府
城
下
町
を
潤
し
た

甲
府
上
水
。
今
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
土
地
利
用
の
変
化
に
よ

り
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、

時
々
、
そ
の
貌
を
現
代
の
わ
た
し
た
ち
に
つ
か
の
間
み
せ
て
く
れ

ま
す
。
今
回
は
、
平
成
29
年
度
に
お
こ
な
わ
れ
た
最
新
の
発
掘
調

査
か
ら
、「
水
」
に
関
わ
る
2
つ
の
遺
跡
を
紹
介
し
ま
す
。

甲府市橘児童公園東側公用車駐車場予定地

甲
府
駅
南
口
信
玄
公
像
前
広
場

右側の大きい穴が今回発見された井戸。

に作り上げてもらいます。これは、

縄文土器づくりを単なる陶芸教室

に終わらせることなく歴史教育に

つなげるためのものです。

　学校での歴史教育の目的のひと

つに歴史的思考力を培うことがあ

りますが、歴史的思考は、現在か

ら過去を見ていることに気づくこ

とからはじまります。

　埋蔵文化財センター ( 以下、

埋文センター ) では、県内小中

学校への出前支援事業をおこ

なっています。

　出前支援事業は、これまで埋

文センターが調査・研究した成

果や遺跡からの出土品などを学

校教育の場で利用できるように

開発した体験メニューです。

　メニューのひとつ「縄文土器

づくり体験」のこだわりは、本

物の縄文土器をモデルに、児童・

生徒のみなさんに本物そっくり

に土器を作ってもらうことで

す。

　縄文土器の特徴の一つは、「モ

デルそっくりにまねてつくる」

こと。遠く離れた遺跡から、形

も文様もそっくりの土器が発掘

されています。これは土器の作り

手達が自分の好きなデザインの土

器を作ったのではなく、共通のお

手本をまねて作ったことを意味し

ます。

　埋文センターの「縄文土器づく

り」は、形を作り、好きな文様を

つけるという縄文土器づくりの方

法ではなく、これまでの縄文土器

の研究の成果を活用して、縄文時

代のルールにのっとってモデルと

そっくりな土器を作ることにこだ

わっています。

八ヶ岳南麓を代表する縄文集落、16 年ぶりの調査！

酒
呑
場
遺
跡
は
、
八
ヶ
岳
を
中
心
と

し
た
山
梨
・
長
野
両
県
に
ま
た
が
る

地
域
の
代
表
的
な
縄
文
時
代
の
集
落

遺
跡
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
で
も
す
で
に
５
軒
の

竪
穴
住
居
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。1

号
住
居
跡
か
ら
見
つ
か
っ
た
石
囲
炉

は
、
一
辺
が
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
四

角
形
で
、
板
状
の
石
を
は
め
た
掘
り

ご
た
つ
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
隅
に
は
石
棒
が
配
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

炉
は
、
明
か
り
や
暖
を
と
っ
た
り
、

調
理
を
お
こ
な
う
住
居
で
の
生
活
の

中
心
で
し
た
。

　

石
棒
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
呪
術
的
な

機
能
を
持
ち
、
特
に
火
の
祭
祀
に
関

連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

炉
石
か
ら
は
、
タ
ー
ル
の
よ
う
な

も
の
も
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

の
化
学
分
析
な
ど
に
よ
っ
て
、
縄
文

人
の
生
活
と
祭
祀
を
考
え
る
上
で
、

と
て
も
興
味
深
い
結
果
が
出
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

韮
崎
市
の
塩
川
と
七
里
が
岩
に
挟

ま
れ
た
地
域
は
、
古
代
よ
り
山
梨
の

穀
倉
地
帯
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
調
査
を
行
っ
て
い
る
相
垈
交

差
点
は
、
枇
杷
塚
遺
跡
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
成

果
と
し
て
は
、
地
表
面
直
下
よ
り
近

世
の
井
戸
跡
や
溝
状
遺
構
の
ほ
か
、

深
度
約
１
ｍ
よ
り
古
墳
時
代
の
も
の

と
思
わ
れ
る
柱
穴
や
土
坑
が
複
数
検

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
特
筆
す
べ
き
も
の
と
し
て
、

口
縁
部
を
大
き
く
折
り
返
し
て
有
段

と
さ
せ
た
古
墳
時
代
前
期
の
壺
型
土

器
の
大
型
破
片
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
遺
構
・
遺
物
は
調
査
区

北
側
を
中
心
に
出
土
し
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
や
過
去
の
当
遺
跡
の
調
査

事
例
な
ど
か
ら
、
調
査
地
は
遺
跡
の

南
側
縁
辺
部
に
あ
り
、
古
墳
時
代
の

集
落
は
標
高
の
高
い
北
側
に
広
が
っ

て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

酒
呑
場
遺
跡
は
、
八
ヶ
岳
を
中
心
と
し

た
山
梨
・
長
野
両
県
に
ま
た
が
る
中
部
高

地
地
域
の
代
表
的
な
縄
文
時
代
の
集
落
遺

跡
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
遺
跡
は
、　

今
回
の
調
査
で
も
す
で

に
５
軒
竪
穴
住
居
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

1

号
住
居
跡
か
ら
見
つ
か
っ
た
石
囲
炉
は
、

一
辺
が
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
四
角
形
で
、

板
状
の
石
を
は
め
た
掘
り
ご
た
つ
の
よ
う

な
形
を
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
隅
に
は
石

棒
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
石
囲
炉
は
、

そ
の
名
の
と
お
り
、
石
で
多
角
形
に
囲
っ

た
炉
の
こ
と
で
す
。
炉
は
、
明
か
り
や
暖

を
と
っ
た
り
、
調
理
を
お
こ
な
う
住
居
で

の
生
活
の
中
心
で
し
た
。

　

石
棒
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
呪
術
的
な
機
能

を
持
ち
、
特
に
火
の
祭
祀
に
関
連
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

同
じ
く
発
見
さ
れ
た
４
号
住
居
跡
で
は
、

石
棒
は
配
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

住
居
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
？
石
棒
が
配
置
さ
れ
た

炉
石
か
ら
は
、
タ
ー
ル
の
よ
う
な
も
の
も

検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
の
分
析
に
よ
っ

て
、
縄
文
人
の
生
活
と
祭
祀
を
考
え
る
上

で
、
と
て
も
興
味
深
い
結
果
が
出
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

酒
呑
場
遺
跡
は
、
こ
れ
ま

で
４
回
に
わ
た
る
発
掘
調
査

を
実
施
し
て
お
り
、
我
が
県

を
代
表
す
る
縄
文
時
代
前
期

～
中
期
の
集
落
遺
跡
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
縄
文
時
代
中
期
後

半
の
竪
穴
住
居
跡
6
軒
と
土
坑
40
基
を
発
掘
調

査
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
1
号
住
居
跡
か
ら

見
つ
か
っ
た
石
囲
炉
は
、
一
辺
が
1
ｍ
ほ
ど
の

四
角
形
で
、
板
状
の
石
を
は
め
た
掘
り
ご
た
つ

の
よ
う
な
形
を
し
て
い
ま
す
。
隅
に
は
石
棒
の

よ
う
な
角
の
丸
い
石
を
縦
に
は
め
込
ん
で
お
り
、

内
面
に
は
焼
土
が
き
れ
い
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
囲
ま
れ
た
石
材
の
ヘ
リ
を
ふ
ち
ど
る

よ
う
に
、
煤
（
タ
ー
ル
？
）
が
付
着
し
て
い
ま

し
た
。
ご
く
ま
れ
に
こ
う
し
た
事
例
は
あ
る
よ

う
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
原
因
は
わ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
。
良
好
な
資
料
の
た
め
、
今
後
分
析
な
ど

を
お
こ
な
っ
て
、
究
明
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

韮
崎
市
の
塩
川
と
七
里
が
岩
に
挟
ま

れ
た
こ
の
地
域
は
、
塩
川
の
氾
濫
に
よ
っ

て
肥
え
た
土
壌
が
出
来
上
が
り
、
古
代

よ
り
山
梨
の
穀
倉
地
帯
と
し
て
栄
え
て

き
ま
し
た
。
近
辺
に
は
、
坂
井
堂
の
前

遺
跡
や
火
雨
塚
古
墳
な
ど
古
墳
時
代
の

遺
跡
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
遺
跡
が

あ
り
、
縄
文
時
代
か
ら
こ
の
地
域
で
人
々

の
生
活
が
い
と
な
ま
れ
て
き
た
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

現
時
点
で
の
調
査
成
果
と
し
て
は
、

地
表
面
直
下
よ
り
近
世
の
井
戸
跡
や
溝

状
遺
構
の
ほ
か
、
深
度
約
１
ｍ
よ
り
古

墳
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
柱
穴
や
土

坑
が
複
数
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

発
掘
さ
れ
た
遺
物
で
は
、
口
縁
部
を

大
き
く
折
り
返
し
て
有
段
と
さ
せ
た
古

墳
時
代
前
期
の
壺
型
土
器
の
大
型
破
片

が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
遺
構
・
遺
物
は
調
査
区
北

側
を
中
心
に
出
土
し
て
い
ま
す
。　

　

過
去
の
韮
崎
市
の
発
掘
調
査
で
は
、

竪
穴
住
居
二
軒
が
発
掘
さ
れ
て
お
り
、

今
回
の
結
果
と
合
わ
せ
て
、
調
査
地
は

遺
跡
の
南
側
縁
辺
部
に
あ
り
、
古
墳
時

代
の
集
落
は
標
高
の
高
い
北
側
に
広

が
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
国
道
交
差
点
改
良
の
た
め
の
発

掘
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
る
枇
杷
塚
遺
跡

周
辺
は
、
韮
崎
市
の
塩
川
と
七
里
が
岩
に

挟
ま
れ
て
お
り
、
塩
川
の
氾
濫
に
よ
っ
て

肥
え
た
土
壌
が
出
来
上
が
り
、
古
代
よ
り

山
梨
の
穀
倉
地
帯
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
調
査
地
点
近
辺
に
は
、
坂

井
堂
の
前
遺
跡
や
火
雨
塚
古
墳
な
ど
古
墳

時
代
の
遺
跡
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
遺

跡
が
あ
り
、
縄
文
時
代
か
ら
こ
の
地
域
で

人
々
の
生
活
が
い
と
な
ま
れ
て
き
た
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

発
掘
に
よ
っ
て
地
表
面
直
下
よ
り
近
世

の
井
戸
跡
や
溝
状
遺
構
が
確
認
さ
れ
、
深

度
約
１
ｍ
よ
り
古
墳
時
代
の
も
の
と
思
わ

れ
る
柱
穴
や
土
坑
、
土
器
片
が
複
数
発
見

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
遺
構
・
遺
物
は
調
査
区
北
側

を
中
心
に
出
土
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
調

査
地
点
よ
り
北
側
に
位
置
す
る
過
去
の
韮

崎
市
の
調
査
地
点
で
は
、
古
墳
時
代
中
期

の
竪
穴
住
居
二
軒
が
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。
今
回
の
調
査
地
は
遺
跡
の
南
側
縁
辺

部
に
あ
た
り
、
古
墳
時
代
の
集
落
は
標
高

の
高
い
北
側
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

さ
け　

の
み　

ば　

い　

せ
き

さ
ん 

ろ
く

ど  

こ
う

今回発掘された古墳時代前期の壺形

土器の大型破片。

よ

まき

　

酒
呑
場
遺
跡
は
、
八
ヶ
岳
山
麓
を
中
心
と
し
た

地
域
の
代
表
的
な
縄
文
時
代
の
集
落
跡
だ
。
こ
の

遺
跡
の
５
回
目
の
調
査
が
１
６
年
ぶ
り
に
お
こ
な

わ
れ
て
い
る
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
縄
文
時
代
中
期
後
半
の
竪
穴

住
居
跡
５
軒
と
土
坑
３
０
基
が
発
見
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
住
居
か
ら
は
炉
が
発
見
さ
れ
て

お
り
、
特
に1

号
住
居
跡
か
ら
見
つ
か
っ
た
石
囲

炉
が
興
味
深
い
と
発
掘
担
当
者
の
熊
谷
文
化
財
主

事
は
言
う
。「
一
辺
が
１
ｍ
ほ
ど
の
四
角
形
で
、

板
状
の
石
を
は
め
た
掘
り
ご
た
つ
の
よ
う
な
形
を

し
て
い
ま
す
。」
と
の
こ
と
で
、
特
に
興
味
深
い

点
は
「
隅
に
は
石
棒
の
よ
う
な
角
の
丸
い
石
を
縦

に
は
め
込
ん
で
お
り
、
ま
た
、
囲
ま
れ
た
石
材
の

ヘ
リ
を
ふ
ち
ど
る
よ
う
に
、
煤
（
タ
ー
ル
？
）
が

付
着
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
付
着
の
仕
方

は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
類
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。」

　

さ
ま
ざ
ま
な
呪
術
的
な
機
能
を
持
つ
石
棒
で
あ

る
が
炉
辺
部
の
石
棒
は
、
炉
の
祭
祀
に
関
係
す
る

可
能
性
を
指
摘
す
る
研
究
も
あ
り
、
タ
ー
ル
の
付

着
具
合
と
合
わ
せ
て
「
縄
文
人
の
生
活
を
考
え
る

上
で
と
て
も
興
味
深
い
検
討
が
出
来
る
と
思
い
ま

す
。」
と
話
し
て
い
る
。

　　

住居の中の炉は奥に寄っていて、手前側に埋甕がみられます。手前が住

居の入口と思われます。

　

韮
崎
市
の
塩
川
と
七
里
が
岩
に
挟
ま
れ

た
こ
の
地
域
は
、
塩
川
の
氾
濫
に
よ
っ
て

肥
え
た
土
壌
が
出
来
上
が
り
、
古
代
よ
り

山
梨
の
穀
倉
地
帯
と
し
て
栄
え
て
き
た
。

今
回
の
調
査
を
担
当
し
た
吉
岡
主
幹
文
化

財
主
事
に
よ
れ
ば
「
今
発
掘
を
お
こ
な
っ

て
い
る
枇
杷
塚
遺
跡
近
辺
に
は
、
坂
井
堂

の
前
遺
跡
や
火
雨
塚
古
墳
な
ど
古
墳
時
代

の
遺
跡
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
遺
跡
が

あ
り
、
縄
文
時
代
か
ら
こ
の
地
域
で
人
々

の
生
活
が
い
と
な
ま
れ
て
き
た
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。」
と
の
こ
と
だ
。
発
掘

に
よ
っ
て
地
表
面
直
下
よ
り
近
世
の
井
戸

跡
や
溝
状
遺
構
が
確
認
さ
れ
、
深
度
約
１

ｍ
よ
り
古
墳
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
柱

穴
や
土
坑
、
土
器
片
が
複
数
発
掘
さ
れ
た
。

　

「
こ
れ
ら
の
遺
構
・
遺
物
は
調
査
区
北

側
を
中
心
に
出
土
し
て
い
ま
す
。
過
去
の

韮
崎
市
の
調
査
で
は
、
古
墳
時
代
中
期
の

竪
穴
住
居
二
軒
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
今

回
の
結
果
と
合
わ
せ
て
、
調
査
地
は
遺
跡

の
南
側
縁
辺
部
に
あ
り
、
古
墳
時
代
の
集

落
は
標
高
の
高
い
北
側
に
広
が
っ
て
い
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。」

下
水
も
傾
斜
に
沿
っ
て
流

れ
て
く
る
た
め
、
排
水
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。　

　

こ
れ
ら
の
遺
構
は
、
こ

の
排
水
に
関
わ
る
も
の

で
、
複
数
の
遺
構
の
存
在

か
ら
、
排
水
の
方
法
を
何

度
も
変
更
し
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
お
そ
ら
く
は
町
づ
く

り
の
中
で
、
そ
の
時
期
ご

と
に
都
合
の
良
い
よ
う

に
、
作
り
替
え
て
い
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

水
の
処
理
に
苦
慮
す

る
、
江
戸
時
代
の
人
々
の

苦
労
が
う
か
が
え
ま
す
。

出前支援事業

し
ゅ
う
す
い 

ま
す

し
ゅ
う

か
お

あ
ん 

き
ょ

く　

り
ょ

ご
ん 

だ 

ゆ
う

さ
け 

の
み  

ば　

い　

せ
き

さ
い　

し

石棒状の石が配置された炉

焼土を確認。

み
ぞ
じ
ょ
う

は
ん 

ら
ん

び  

わ  

づ
か

出前支援事業で土器の類似性について説明する職員。

↑小学校での縄文土器づくりの様子。

みなさん、何回も土器を手に取り、そのカタチを観察し、

確認しながら作っています。

ホンモノそっくりですね。

や
な
ぎ
さ
わ
よ
し
や
す

ひ  どこ


